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（目的）⁐接の際に発するヒࣗームについては2019年に

IARC がGroupϨ（ேに対して発⒴性がある）とした他、

⁐接ヒࣗーム中に含まれる࣐ンガン྾入によるࣃー࢟ン

のためཌ生労ࡑ。ン症ೃ⩌ᵝの運ື機⬟障害が発症するࢯ

ാ┬は2021年4月に特定໬Ꮫ≀質（⟶⌮第2類）にᣦ定

した。

⌧ᅾ、⁐接作ᴗを行っている作ᴗ⪅における⢊じんཬび

࣐ンガンࡃࡤ㟢の状ἣを᳨ウするために、ಶேࡃࡤ㟢⃰度

とともに全血中࣐ンガンを測定する。㜵じん࣐スクの₃れ

⋡を測定することにより⟶⌮⃰度 0.05mg/ੑを㐩成して

いるかどうかについて᳨ウする。ࡉらに࣐ンガン中ẘのண

඙が無いか⢭⚄・⚄⤒Ꮫ的な診察も行う。

（対象と方法）対象は⁐接作ᴗを週 40 時間⛬度行ってい

る3 事ᴗᡤのMAG ⁐接作ᴗ⪅18 名とMIG ⁐接作ᴗ⪅

2 名である。これら 20 名については性ู、年㱋ཬび㜵じ

ん࣐スクのᆺを⫈取するとともに、ಶேࢧンプラーを用い

て྾入⢊じん、྾入性࣐ンガン⃰度、╔用している㜵じん

࣐スクの₃れ⋡ཬび全血中࣐ンガン⃰度を測定した。全血

中࣐ンガン⃰度についてはコントロールとして⁐接作ᴗ

のない時に8名の᥇血を行った。

一方、⢭⚄・⚄⤒Ꮫ的調査㡯目としては、ၥ診・ど診で

⾲᝟、運ືኻ調、㌟య診査としてᅛ⦰、∦㊊❧ちテストཬ

び✺㐍⌧象を調査した。

（結果）対象⪅は全౛男性で、年㱋中央値は 44 歳であっ

た。྾入性⢊じんのࡃࡤ㟢⃰度は4.36±4.61 mg/ੑ で、྾

入性࣐ンガン⃰度は0.622±0.645 mg/ੑ と作ᴗෆᐜཬびಶ

ேによって኱ࡃࡁ異なった。また、㏻常㜵じん࣐スクの₃

れ⋡は26.80s22.78㸣で、౑いᤞて不⧊ᕸ࣐スク౑用1౛
では100㸣の₃れ⋡であった。࣐ スクの₃れ⋡からồめた

྾入性࣐ンガン⃰度は0.185±0.321 mg/ੑ であった。一方、

全血中࣐ンガン⃰度は1.38±0.42 µg/dL、コントロールで

は1.30±0.15 µg/dLと有意ᕪはなかった。全血中࣐ンガン

⃰度に対して྾入性࣐ンガン⃰度࣐ࡸスクの₃れ⋡➼に

よる多変量ゎ析を行ったが有意ᕪは認められなかった。⢭

⚄・⚄⤒Ꮫ的な診察では、異常は認められなかった。

（考察）常時⁐接にᚑ事している作ᴗ⪅20 名の྾入性⢊

じん⃰度は4.36s4.61 mg/ੑ であった。㜵じん࣐スクの₃

れ⋡は㐣ཤのᡃࠎの報告とྠᵝ、⣙ 25㸣の₃れが認めら

れた。20 名の間でも㐺ṇな⿦╔をすれࡤ 1.10㸣の₃れで

あるが、圧╔がᝏいと81㸣の₃れがあった。

一方、࣐ スクの₃れ⋡で᥮⟬した྾入性࣐ンガン⃰度は

0.185s0.321 mg/ੑ とチᐜ⃰度の0.2 mg/ੑ に比㍑して高

㟢量が多いことがุった。全血中࣐ンガン⃰ࡃࡤಶே、ࡃ

度は1.38s0.42 µg/dLであり、コントロールの1.30s0.15 
µg/dLと有意ᕪはなかった。ᩥ ⊩によれࡤ全血中࣐ンガン

のᇶ‽値は0.4㹼1.5 µg/dLと報告ࡉれている。このᇶ‽値

を用いれࡤ明らかに高値を♧した 2.1、2.2 µg/dL の 2 名

については࣐スクの₃れ⋡が81㸪100㸣であり、ࡃࡤ㟢す

る࣐ンガンの኱半を྾入していたと考えられる。この結果

から㜵じん࣐スクの㐺ṇな౑用（㑅定・╔用・⟶⌮）をし

なけれ࣐ࡤンガン中ẘに⮳るྍ⬟性が♧၀ࡉれた。また、

法で定められたせồ㜵ㆤ係数以下の㜵じん࣐スクを౑用

している労ാ⪅が多ࡃ、౑用している࣐スク╔用時の₃れ

⋡を考៖するとせồ㜵ㆤ係数を‶たしているሙ合でも、実

際には高⃰度の࣐ンガンを྾入しているྍ⬟性が考えら

れるので、㜵ㆤ係数の高い㟁ືフ࢓ン௜ࡁ㜵じん࣐スクの

౑用がᮃましいとゝえる。

（結ㄽ）⁐接作ᴗ⪅の࣐ンガンࡃࡤ㟢⃰度は比㍑的高いた

め、㜵じん࣐スクを㐺ṇに⿦╔しなけれࡤ中ẘ症状が発症

するྍ⬟性が♧၀ࡉれた。
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